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農福連携とは
近年、農業分野では働き手の不足が課題になっています。一方、福祉分野
でも障がいのある人たちの社会参加や収入の向上が課題になっています。

農作業の一部を障がいのある人たちが担うなど、農業分野での活躍を通し
て農業分野と福祉分野双方の改題解決につなげる取り組みです。

B型事業所の平均工賃
月額19,327円

（ 2020年佐賀県障害福祉課調べ）

「 人手不足である」 と回答した
農家の割合45％

（ 2020年佐賀県農産課調べ）

□農福連携に取り組むと
●お互いの強みを活かして相乗効果を得ることが可能（ 双方の課題を解決）
●WIN-WINの関係を構築することが可能（ 利益を得て地域に還元する）
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マッチングの際の基礎知識
（福祉編）

10時～15時内でできる作業

作業期間中の天候への対応が必要

1

2

利用者へ直接指導をしない3

支援員を一人の労働力として考えない

パートの方など、他の健常者と同じ場所で作

業をしない

4

5

判断が必要な作業は難しい

分かりやすく見える化を！

工程を分けると取り組めることがたく さんあ

ります（ 工程の細分化）7

ハサミ等使える方も多くいらっしゃいます8
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マッチングの際の基礎知識

（農業編）

作業環境を整える、動線の
確保、作業の見える化

工賃の計算方法（ 単価計算）

4

5

農家の方は雇用経験のない人が多い

農家の方は契約書作成も難しい

1

2

休憩場所とトイレの確保３ 交通費は基本的に支給しない

3

佐城地区での農福連携マッチングの流れ
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ニーズ調査 作業内容・ 環境確認
（ 作業の細分化・見え
る化・ 動線の確保等）

体験募集

体験見学

作業開始

JA
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興
セ
ン
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ー

• トイレ、休憩場所の
確認

• 作業の細分化及び見
える化で、障がいの
ある方ができうる内
容の検討

• 農家側、福祉側の納
得のいく金額の設定

作業開始日にJA
、振興センター、
ふく しネット立ち
合いの元契約書を
交わす。部会の見学
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作業内容・ 環境確認、単価の設定

JA、振興センター、福祉コーディネーターの3
者で労力補完を希望する農家（ 選果場等） へ行き、
作業内容・ 作業期間・ 作業環境等の確認を行う

作業の細分化や見える化等を検討する

健常者の作業量を基準に単価を設定する

工賃は基本的に出来高払いで計算する。

できないときは時給計算も。

農業普及員

JA,コーディネーター

のサポート（代替）、

マッチング

コーディネーター

福祉・障がい者雇用

に詳しい

JA

農家・農作業に

詳しい

5

福祉事業所への作業募集

1. 作業内容を福祉事業所に一斉送信

し、希望する事業所からはFAXで

申込書を送ってもらう

2. または、作業内容や距離等考慮し、

直接事業所へ連絡することも
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作業体験会の開催

農家の「 できるの？」

福祉の「 できるかな？」

両方を解消する機会になる。

関係者の見学もWelcom！

部会への見学呼びかけも。

7

契約

農家は契約に不慣れなことが多
いので、Ｊ Ａ、振興センター、
コーディネーターが立ち合いの
もと行う

福祉事業所の働き方、
障がい者との関わり方
等はしっかり伝えてお
こう！

作業開始日に

「 契約・ 作業開始日チェックリスト 」

「 作業カレンダー」

「 作業日誌」

「 支払方法」

を農家・ 福祉双方に説明し渡す。
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障がい者が作業しや
すい環境を整える

→ 作業環境

→ 動線の確保

→ 作業の見える化

「ほうれんそうを階級別に仕分けして
袋詰めする」

視覚的に捉えやすくすると作業が理解
しやすくなる！

ほうれんそうの調整作業

9

平成29年度から令和3年度までの品目別マッチング実績
平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和2年度 令和3年度

ほうれん草調整
（富士町農家）

パセリ移植 富士町農家 みかん剪定枝回収 大和農家 ほうれん草調整 JA富士町調整場ほうれん草調整 JA富士町調整場

パセリ定植 富士町農家 ほうれん草調整 JA富士調整場みかん摘蕾 大和農家 みかん摘蕾 大和農家

ほうれん草調整 JA富士調整場パセリ移植 富士町農家 アスパラハウス
除草

鍋島農家 アスパラハウス除草 諸富農家

でこぽんセンサー選果
作業

大和JA選果場ピーマンへた切り 背振農家 ピーマンへた切
り

背振・三瀬農家すももパック詰め JA大和選果場

みかん堆肥袋回収 大和農家 アスパラハウス除草 大和農家 トマト調整 富士町農家 玉ねぎ根切り葉切り JA久保田集荷場

玉ねぎ根切り葉切り 大和農家 菊定植 川副農家 水田除草
（多面的交付金）

大詫間土地改良区

種まき作業 大和農家 みかん収穫時か
ご交換作業

大和農家 ピーマンへた切り 背振・三瀬農家

みかん収穫時かご交
換作業

大和農家 アスパラ引取り 大和農家 アスパラ拭き上げ 諸富農家

でこぽん袋入れ 大和JA選果場アスパラ堆肥置
き

大和農家 トマト調整 富士町農家

でこぽんシール貼り 大和JA選果場でこぽんセン
サー選果作業

JA大和選果場 小玉みかんラベル貼
り・袋詰め

JA大和選果場

でこぽんセンサー選
果作業

大和JA選果場アスパラ堆肥配
り

大和農家 コンテナ洗浄 JA久保田集荷場

アスパラ堆肥置き 大和農家 みかん収穫時かご交
換作業

JA大和選果場

アスパラ畝崩し 大和農家 でこぽんセンサー選
果作業

JA大和選果場

アスパラ引取り 諸富農家10



問題から学んだこと
農家と福祉事業所が直接やり取りで工賃UPを口約束していたが、中間支援が聞いておらず
請求は契約時の単価で請求してもらい福祉事業所に不信感を与え、次年度のマッチングに
繋がらなかった。

別のマッチングでも福祉事業所が農家の方に交通費を直接交渉して、農家の方へ悪い心証
を与えた。

直接やり取りしていただかないように、農家の方、福祉事業所双方に過去の事例をお話しし
て説明させていただいています。間に必ず中間支援が入るようにしています。

農家と福祉事業所が直接やり取りしない
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問題から学んだこと
青果市場

最初は分けてもらっていたが、障がいのある方がパートの方と同じ場所、同じラインなど
での作業になり、障がいのある方にパートの方が直接指導をしたり、障がいのある方の前
でコソコソ話などをしたことで、障がいのある方へ精神的な負担がかかった。

障がいの特性やその方の性質に合った指導を支援員の方がします。障がいのある方へ直接指
導はせず、必ず支援員の方に伝えてもらうようにお願いしています。

また、作業は基本的に同じ場所や同じラインなどでされないようにお伝えしています。

障がいのある人に直接指導しないようお伝えしています。

同じ場所での作業
直接指導

一緒に作業しない
支援員の方に伝え
る
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問題から学んだこと
社会貢献の気持ちの大切さ

どうしても料金を支払う農家の方が、雇っているという感覚になってしまい、また健常者
の場合最低賃金を支払う必要があるため、高くて頼めないという方が障がいのある方を労
働力にしたいと思われることが多くあります。

しかし、障がいのある方を安い労働力の搾取と捉えられてしまう方は、どんなに労働力不
足でお困りの方でも農福連携には向きません。

アスパラ農家での事例

中間支援者がいる時と
いない時の態度が違い、
障がいのある方に罵声
を浴びせかけていた。

アスパラ農家での事例

ネットを切ったと福祉
事業所に言ってこられ
たが、状況の確認はさ
せてもらえなかったた
め本当なのかわからな
い。

アスパラ農家での事例

中間支援が女性だけに
なった途端に値切られ
るようになった。

アスパラ農家での事例

拭き上げ作業の体験会
の際より実際の作業開
始してからの方が作業
が丁寧になり話が違っ
ていた。

農作業を手伝ってもらうと、
うちも助かるし、障がいの
ある人たちの生活の足しと
生きがいになるなら、お互
いよかもんね！
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農福連携がうまくいく と

SDGs
福祉×農業

福祉

• 自立に向けた収入の向上

• 自分が住む地域での社会進出

• 野外作業を通した身体的、精神的安定

• 自分の個性を農家が受け入れてくれる

• 継続した作業の受託による技術の向上

• なれた仕事、場所への安心感

農業

• 労力不足の解消

• 農業を通じた、地域の社会貢献

• 規模拡大化

• 障がい者に対する理解

• 継続的な農業パートナーの獲得

• 農業が続けられる
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